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The Structural Problems On Schools And The Standpoint As Music Teachrs. 
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(I) 陣内靖彦「日本の教貝社会ー歴史社会学の視野」 （東洋館出版社、 1988)頁 2~ 
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(2) 前 掲 書 頁 5。
(3) 前 掲 書 頁 5。
(4) 香川県内に実在する国立大学教育学部附属小学校で、音楽科の授業が確保できない
という事実は、既に拙論「音楽科存立の意義に関する教育学的試論」 （「山口大学教
育学部研究論叢」第42巻第 3部、 1992) 及び「教育学的に見た音楽科教育の今日的課
題についての一考察」 （「山口大学教育学部附属教育実践研究指導センター研究紀




























社会史研究」 （亜紀書房、 1981)頁617によれば、 G. ミードの ‘Mind,Self and So-
ciety' において、このタームそのものは用いられておらず、 Gerth,H. & Mills, W．の














(12) 柳田邦男 「死角 巨大事故の現場」 （新潮社、 1988)頁147。
(13) この点が学校教員が社会一般から「セミ・プロ」として蔑まれる一つの要因でもあ
ろうか。
(14) 柳田邦男 「マッハの恐怖」 （新潮社、 1987)頁175・ 251。








(16) 柳田邦男 「続マ ッハの恐怖」 （新潮社、 1986)頁438。
(17) 陣内靖彦、前掲書註 1の書 頁 7。
(18) 柳田邦男、前掲書 註12の 書 頁472。
(19) 前掲書、頁470~475。
(20) 「中国新聞」朝刊、 1993年10月30日、 15版、社会 l面。
(21) 柳田邦男、前掲書註12の書 頁105。
(22) 前掲書 頁111。
(23) 柳田邦男 「航空事故 その証跡に語らせる」 （中央公論社、 1991)頁158~160。
(24) 佐々木冨泰 ・網谷りょういち 「事故の鉄道史」 （日本経済評論社、 1993)頁155。
(25) 前掲X小学校においては、 学年主任級は日曜休日が月 1ないし 2月程度しかとれな
いのが平均的状況であ り、土曜日の半日休業に到っては、 年を通じてほとんどとれて
いないことを筆者自ら確認済みである。
(26) 後勝 「ビルマ戦記」 （光文社、 1991)頁321。
(27) 荒木進 「ビルマ敗戦行記ー一兵士の回想ー」 （岩波書店、 1982)頁191。




(31) 林信弘 「教育の哲学的探求」 （法律文化社、新版1922)頁237~238。
(32) 前掲書頁229。
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(33) 加藤常夫・上田恒夫著 「機長席からのメッセージ Part 2」 （有斐閣、 1988)にお
けるまえがき 。
(34) 註 8における石戸谷哲夫 ・門脇厚司の編者、頁579。
(35) 「表現」の「教育」における定位については、以下の論を参照。大西正倫 「木村素










(38) この意味で、 「学習指導研究会発表資料」 （奈良女子大学文学部附属小学校、
1993)の記述の方法と、その背景にある実践の態度には学ぶべきものがあるように、
筆者には思われた。
(39) 坪能克裕編 「教室を出た天才たち」 （音楽之支社、 1989)頁50、における山田詠美
の談より引用。







(43) 0. F. Bollnow ; Mensch und Raum, Kohlhammer, 1963, S. 276. 
(44) 速水洋、前掲論文、 註 9の論、 頁262。
(45) 前掲論文、 頁262。
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